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成果の特徴
• ESRスピントラップ法を用いて、大腸菌の培養により培地中に蓄積されるヒドロキシ

ラジカルの量を測定しました。
• 活性酸素消去剤を添加した培地で健常および加熱損傷大腸菌を培養し、ヒドロキシ

ラジカルが大腸菌の生育に与える影響について検討しました。

成果の活用
培養培地内の活性酸素を活性酸素消去剤などの添加によって制御することで、加熱など
により損傷状態になった食中毒菌をより効率よく培養できる可能性があります。

関連論文
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大腸菌を培養した培地で観測された
ヒドロキシラジカルのESRスペクトル

ESR (Bruker EMX-plus)

健常および加熱損傷大腸菌を培養した活性酸素消去
剤添加培地での生菌数(上図)とヒドロキシラジカル
量(下図)
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